
【Ⅲ－７（重点的な対応が求められる分野／かかりつけ薬剤師の評価）－②】 

薬局における対人業務の評価の充実 
骨子【Ⅲ-７(2)(3)】 

第１基本的な考え方 

（中略） 

２．お薬手帳については、電子版の手帳であっても、紙媒

体と同等の機能を有する場合には、算定上、紙媒体の手帳

と同様の取扱いを可能とする。 

（中略） 

２．電子版お薬手帳について 

電子版の手帳（電子版お薬手帳）についても、紙媒体と同等の機能

を有する場合には、算定上、紙媒体の手帳と同様の取扱いとする

が、電子版の手帳については、以下の要件を満たすこと。 

(1)電子版の手帳は、提供した保険薬局以外の保険薬局や保険医療

機関及び患者等が容易に手帳の内容を閲覧し、手帳へ記入し、その

内容を紙媒体へ出力（以下、「閲覧等」という。）できること。 

(2)電子版の手帳は、医療従事者が患者の保有する機器（スマート

フォン等）を直接受け取ることなく手帳情報の閲覧等ができる仕組

みを有していること。 

なお、当該仕組みを利用できない保険医療機関等においては、診察

等の場合に、患者の保有するスマートフォン等の機器により手帳の

内容を閲覧することも想定されるため、電子版の手帳を提供する保

険薬局は、保有する手帳の内容が記録された機器を直接当該医師等



に見せることが必要な場合があることについて患者に対して事前に

説明し、同意を得ておくこと。 

(3)複数の運営事業者等が提供している電子版の手帳を一元的に情

報閲覧等ができること。 

(4)算定する施設は、セキュリティに関して、「医療情報システム

の安全管理に関するガイドライン」（平成25年10月）、「お薬手帳

（電子版）の運用上の留意事項について」（平成27年11月27日薬生

総発1127第４号）の「第三運営事業者等が留意すべき事項」の「６

個人情報保護」に掲げる事項等、各種関係法令等を遵守すること。 

(5)過去の服薬情報などを適切に把握するため、電子版の手帳は、

少なくとも過去１年分の服薬情報等を一覧的に閲覧できること。 

(6)電子版の手帳を利用している患者が、運営事業者が別の電子版

の手帳を利用することを希望した場合に、データ移行が円滑にでき

るよう、電子版の手帳には関連情報の出力機能等を有しているこ

と。 

※患者が用いる手帳の媒体（紙媒体又は電子媒体）は患者が選択するものであ

り、手帳の提供にあたっては、患者に対して個人情報の取扱等の必要事項を説

明した上で患者の意向を踏まえて媒体を判断することを通知において明確にす

る。 

※紙媒体の手帳を利用している患者に対して、患者の希望により電子版の手帳

を提供することになった場合は、電子版の手帳にこれまでの紙媒体の情報を入

力するなど、紙媒体と電子媒体の情報が一元的に管理されるよう取り組むこと

を通知において明確にする。 


